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1．図のように多くの正方形からできた非常に長いハシゴ型回路があり、各辺の抵

抗はみなrである。電源を接点A, Bに結ぶとき、各区間の電流を図のようにI0, I1, 
I2.... I’1, I’2....とすると次の(a)から(c)が成り立つことをしめせ。 
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  ヒント：In=kxnと置いてみるとよい。また、nが無限大の時電流が0になること

を利用してよい。 
 
 
 
 
 
 



 
(c) 全抵抗
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２．図のように平板電極間に誘電率と導電率がε1とσ1の物質とε2とσ2の物質が入れ

られ、電圧Vの電源が接続されている場合を考える。物質の厚さはそれぞれd1とd2

である。この場合は物質内に電流も流れ分極も生じる。このとき、E1, E2, i1, i2を図

中の他の記号で表せ。 
 

 
 
 


